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３月１０日(日）：栄 もちのき広場 

（雨天の場合 栄ＹＷＣＡ） 

ことしのテーマは「日本女性：何故 41 位なのか！」 
経済、教育、生活など他の指標では常にベストテン入りしている日本が 

ＧＥＭ（ジェンダーエンパワーメント指数）では 41 位！ 

この現状の突破に向けて,たくさんの皆さんのご参加を待っています！ 

 次回のＩＷＤミーティングは 

♀２月２４日（日）1３:３0 から 平安教育研究所（地下鉄平安通） 

連絡先：０５２－７２２－３２１７（富田） akane.takako@nifty.ne.jp 

絶対保存版 
１月１２日（ＩＷＤ＆ＷＷ共催） 

「日本女性；何故４１位か？」討論会報告 
５ページ 

 

ワーキングウーマンは 

テーマ“日本女性；何故 41 位か？”

についての、展示とポスターセッシ

ョンを担当します。お手伝いいただ

ける方求む！！ 

また、恒例の“女の古本市”もやる

予定です。 

mailto:akane.takako@nifty.ne.jp
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映画“百合祭”+浜野監督講演会  

 

      ―フェミニスト・浜野佐知監督に大拍手― 
 

 

 昨年の１１月１８日、ワーキングウーマンの秋のイベントとして、 

映画『百合祭』の上映と監督のトークを行なった。当日は、全員、一般を合わせほぼ２００人が来場し
大盛況。映画を見終わったあとも３分の２近い人が残ってトークに参加、浜野監督の面白くて鋭い舌
鋒に笑ったりうなづいたり…｡映画については、内容をほぼ前号でお伝えしているので、今回はトー
クの内容と、それを聞いた人（主として事務局員）の感想をお伝えする。 

 

 〈『百合祭』映画化のいきさつ〉 
 前作『第七官界彷徨・尾崎翠を探して』を持って全国をまわっているうち、自分の“ピンク映画歴３０
年３００本”というキャリアへの好意的な興味を持ってくれる人が意外に多くてビックリ。監督のピンク
映画が見てみたいという要望が多くて、山形県で『女だけのピンク映画上映会』をやったんですが、
１２０席が満杯で入りきれない位、１８才から８０才までの女性が集まりました。上映のあと夜中の３
時迄（笑）延々語り合って、ああ、女性達は性の話をしたがっているんだなァと実感したんですね。男
はたたなくなったら、女は閉経したら終わり。性＝生殖としてしか語られていない現状に、女たちは
不満を持っている。パートナーとの間で性について語られるようなキッカケを作る映画を作りたい…
と思っているときに、桃谷方子さんの小説『百合祭』に出会い、これだ！この話は私しか撮れない！
と実感し、製作につき進みました。幸い文化庁から２０００万円の助成金が出たんですが、映画は３
月末迄に完成させなくてはなりません。年明けから大車輪、最後は２週間位寝ていないという状態
（笑）。 

  〈ラストで、女２人が同性愛に向かうのはなぜ？〉 
 原作は、三好さんと女たちがパーティーで、何となくウヤムヤに和解して終わるんですが、それだ
けだと、よくある“男の取り合い”という若い時代の話を老年期に持って来ただけになってしまう。そ
れにどう、今というテーマをかぶせて行くかを脚本家（山崎邦紀さん）と徹底的に話し合いました。同
性愛だけでは終わらせたくなく、もっと色々な可能性を示したかった。オーストラリア映画『もういち
ど』でも、高齢者の性は扱われていたけど、ラストは女性の死で終わる。やはり性に走った女性は罰
せられるというラストはイヤで、こうしました。 

 

  〈キャスティングは？〉 
 宮野さんの役は、年老いてもみずみずしさのある吉行さんしかいないなァと思っていました。吉行さ
んは『この年になると誰かの妻とか母役しかないのに、名前のある一人の女が演じられる』と快諾し
てくれたんだけど、大変だったのは、三好さん役。いろいろな男優に会ったけれど、ピンとこない。日
本の男の役者って、男として偉ソウなんですね（笑）。果たしてこういう男に、女たちが魅かれるだろ
うか―ダメですよね。男性的というより中性的で、エロスのフェロモンが出ている人…そんな人がな
かなか見つからなかったんだけど、ミッキーさんのディナーショーを見て、そのカッコよさ、フェロモン
の出具合（笑）で、この人だ！と…。現場ではとにかくみんなハイテンション。画面にそんな楽しさが
表れていたんではないでしょうか。１０年たったら、『百合祭パートⅡ』を作ろう、それはミッキーさんの
葬式シーンから始まって…なんて（笑） 
 

  〈監督のキャリアについて〉 
 「東京国際女性映画祭」で『日本で一番多く映画を撮ったのは田中絹代の６本です』と言われ絶句。
今迄に３００本の映画を撮っている私を無視して！監督歴はほぼ３０年、始めから映画監督志望だ
ったけれど、日本映画界ではそれはピンク映画しかなかった。ある映画の監督が逃げてしまい、そ
の助監督の自分が引きうけたけれど、女の名前では受けないから男の名前に変えろ！と言われた。
（結局、本名の佐知子から子をとって佐知とする）。スタッフは全員男性で、女性用トイレすらない。
草むらで用を足したりもしました。現在はカメラマンなどスタッフに女性も増え、信頼できる人も増え
てきました」 
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  〈これから作りたい映画〉 
 「文学者宮本百合子と、ロシア文学者湯浅芳子
の関係を描いてみたい。もっともロシアロケも必要
だし、共産党が何というか…（笑）。前作と今度の
作品で１億近い借金もありますし。でも作りたい」 
 

 

 

〈とにかく〉 
 浜野監督のトークはおもしろかった。よかった。 

〈感動〉 
ピンク映画界で監督になっても、休憩時間には

助監督（だったか？）から、「浜ちゃん、お茶！！」
と声がかかるというのも凄い。浜野さん、これから
だ。いい映画を撮ってぜひ見せてください。            （中央サングラスが浜野監督） 
〈なるほど〉 
テルマとルイ―ズもバンデイッツもラストでは死ななきゃならなかった。そして高齢女性の性を扱っ

たオーストラリアの映画でも、彼女は死ぬ…。男には本当の女の生／性がイメージできない。それ以
上に「怖い」、だから殺さずには終われない、というのはなるほどと思えるところだった。 

〈見てみたい〉 
彼女の撮ったピンク映画を見てみたい。白川和子のころは、「恥ずかしい」であったピンク映画女

優が、現在は「自分を表現」になっているとしたら、彼女のレンズを通した現在の女優の表現するも
のが見たい気がする。それ以上に、フェミニストに向けられた「ポルノ映画」を絶対撮って欲しい。 

〈苦言〉 
七人の小人のシーンは、アイディアはともかく絵がダサイ。金がかかってない。他にも、全体に、

洗練されていない。そういう面では「第七官界彷徨」のほうが絵としては好き。 

〈追加〉 
◇ＩＷＤのスタッフに、百合祭と浜野監督の話をしたら、「ぜひ一緒にその映画に英語字幕をつけた
い。そして国際女性映画祭に出そう！」と盛り上がっている。実現できるといいですね。（Ｔ） 
 

◆やはり、衝撃（？）のエピローグが面白かったですね。もしあれがなければ、この映画の面白さは
半減したのではと思います。女性監督の映画ということを、最初から知って、意識して見ていたせい
なのかもしれませんが、かえって、女性監督ならではという感じは受けませんでした。強いて言えば
ラストの描き方がわりとあざとくどぎつかったことか。もし（女性に幻想を持っている）男性監督なら、
むしろもっとソフィスティケートされた、それこそ「どんな素敵なこと」にしたかもしれませんね。 

お話全体からすると、私は三好さん的な人に惹かれることがほとんどないので、ああ簡単に攻略
されることが少々腑に落ちないことです。でもまあ、いい目をみるのは若くても年寄りでもやっぱりマ
メオ君なんですねえ。 

それと、後の会食の時だったかに「時代はいつですか？」「現代です」というような話が出ていたと
思いますが、やはり少々古めいた感じがしました。一つには吉行和子がいつも着物を着ているとい
うことかなあ、と思います。いいお育ちだったんですねきっと （Ｉ） 
 

◇映画に出てくるようなアパートもちょっと想像しにくいし、老健施設では干渉が多すぎる。私は一人
で暮らしたい。また、他人なら男の人とどんなに仲良くなろうと私は全く気にならない。が、自分の親
だったらどうだろう。いくら手をつなぐだけと言われてもすぐにはうち解けられないし、若くても年をと
っていても家の中に他人が入ってくるのは嫌かなあ、と思う。ということは、娘や息子でも同じだろう
なあ。そういう話題で話をしたことはないけど。終着駅に近づくと、多くの人が意識するしないに関わ
らず孤独な生活を営むことになる。女性はほとんど、最後は一人で住む、あるいは子供夫婦と一緒
に住もうと思っていると私は思う。映画では静かに準備を進めている人々に一滴の滴が大きく波紋
を広げていく。そのせいで、ろうそくの最後のきらめきのように「私にも」という思いが頭をもたげてく
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るのだ。しかし、それが自分一人じゃないと分かったときの衝撃！そのとき人はどうするのだろうか。
これは一つの実験。ところで、男と女は求める物が違うのだろうか。誰かが言ったように男は７０にな
っても生殖能力があるが、女は生理がなくなるので、長生きは税金の無駄使い？女は生理がなくな
ったら女ではなくなるのか。生殖能力があったって年金生活をしていれば女と変らないではないか。
それが何に使えるのか。社会の役に立つのか？生殖能力のなくなった人はどうなのか？男ではなく
なるのか？映画に出てくる人はたまたま能力があってセックスアピールのうまい人だった。そんな人
は隣近所にはいないし、社会にいたら問題だ。セックスアピールがなければ男じゃない、というのは
何だ。男が待って､女にアプローチさせるため？もともと七人の小人に囲まれた白雪姫がセックスシ
ンボルだったのに、七人の女性に取り囲まれた白雪姫に扮するおじいさんに変ってしまったのなら、
おじいさんはふんぷんたるフェロモンを振りまいて網を張って待つ、若い女性と同じだ。それなら白
雪姫になれない男は男じゃない。そういう意味なら白雪姫になれない女も女じゃない。生殖能力があ
っても白雪姫になれない男ばかりなら、日本の男は男じゃない。 

本当の問題は、ことさらに女は、男は、と言い立てることではなくて、女は年を取ったらそういう気
持を持つのは変だ、とか男の特徴だからしょうがないと決めつけることの方がおかしいと思う。自分
の経験から言えば、若くても年をとっても人間の本質は余り変らない。時代が変れば年寄りだって恋
愛大いに結構というふうに変っていくだろうし、ぜひ早くそうなってほしい。自分を磨き、獲物を見つけ
たら（その時獲物がいたらいいんだけど…）アプローチできるような知性と自信が一人になるまでに
身についていたらいいなと思う。（Ｋ） 
 

◇映画を見て「いくつになっても、いくつでいても恋は恋」アパートに住みつく女性たちのように年をと
っても、いい男に出くわしたいものだ、と願った私でした。 

映画はともかくも面白かったのが浜野監督のトークショー。司会役の高野さんも出番がないほど
の話し振りで聴衆を引きつけてやみませんでした。笑いながら聞いていた私ですが、映画製作の現
場に入ってから監督になるまでの壮絶な戦いを思うと、そのパワーに圧倒せざるをえませんでした。
目からうろこだったのが、初めて高齢女性の性を扱ったオーストラリア映画（男性監督）では、年老い
て夫のもとから若い頃愛していた男性へと走った女性の結末が何故「死」なのか、男にとっては許せ
ないことなのか、理解できないことなのか？男性監督だからこうなったのか。この映画を見てみたい
と思いました。年を重ねても自分自身は変らない、周囲の自分を見る目が変ること。百合祭は周囲
の目を変えていく大切な映画です。 （Ｎ） 

 

 
  浜野監督は、『百合祭』という映画を通じ、女性に対していくつものメッセージを発信している

ようにみえる。・・・ 

④どうしても男性（もちろんカッコよくてセクシーな）が不足しているなら、何も異性愛にこだ

わることはない。同性同士の恋愛やイヤラシイことがあってもいいんじゃない？…というわけで、

何と女性二人（吉行和子と白川和子）はレズビアンになってしまう(原作にはない)。柔らかな体

の気持ちよさに目覚め、いきなり同性愛に走ってしまうという設定はいささか苦しいけれど、実

はこの部分にこそ浜野監督の意図が隠されていると思う。若いときの性は女性にとって妊娠と結

びついていて、時によっては苦痛もある。老年の性は、あらゆる縛りから自由になり、まさに何

でもあり状態。本当に性を享受できるのは、もしかしたら高齢者なのかもしれないョ…という監

督のひそかなささやきの象徴が、この“レズビアンになった二人”なのではないだろうか。 

－男性にも…－ 

男性にだって、浜野監督は三好さんという姿を借りて、いろいろ有用なメッセージを発している。 

②男性の大事な部分は、｢肉球｣でも大丈夫。 

男性の書いた本を読むと、そのものの大小硬軟にたいするこだわりはおどろくばかりだ。思わず

“もっとラクになれば…”と言いたくなる。この映画の女性たちは、男性のその部分を、優しく

笑いながら、でもいとおしそうに「肉球」と表現する。犬や猫の足裏のごとくプヨプヨと頼りな

くはかなくても、女性はそれを気にしない。自分が女性として求められた事、そのことが何より

大切なのだから。｢肉球｣でも悪びれず、次々に女性とベッドインする三好さんは男性の妙なこだ

わりから自由な、真にセクシャルな男なのかもしれない。 
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日本いろいろランキング 

 

ＧＥＭ ４１位 

ＨＤＩ（人間開発指数） ９位 

代議士女性比率   ９２位 

女性管理職等比率  ６９位 

女性専門職等比率  ５１位 

一人あたりＧＤＰ・女 １８位 

同       男   ５位 

平均寿命・女        １位 

 

ワーキングウーマン、ＩＷＤ共催 

「日本女性、なぜ 41 位？」（2002 年ＩＷＤテーマ）討論会 
 

 
 ＧＥＭ（ジェンダーエンパワーメント指標）⇒ 女性が積極的に経済や政治に参加し，意思決定に参加できるか

を測るもの。HDIが人間の能力の拡大に焦点を当てて GEMは，人間がその能力を人生のあらゆる機会に活用

できるかどうかに焦点を当てている。具体的には，女性の所得，専門職・技術職に占める女性の割合，行政

職・管理職に占める女性の割合，国会議員に占める女性の割合を用いて算出。日本は７０ヶ国中４１位。（2000

年） 

 

 1月 12日（土）、三重大教授でＷＷ会員でもある岩本さんを迎え討論会を行いました。予想をいい

意味で裏切り、計 22 名（多い!）の参加者が女性会館の和室を埋めました。ＧＥＭ関連のサイトを探

し、当日の資料を用意してくれた富田さんが司会を務め、はじめにＧＥＭの簡単な説明と、関連する

データの説明がされました。 

 

 この事実は、非常に興味深いと思いました。 

 そして、富田さんの提案で、まず、なぜ日本女性が 41 位なのか

参加者がどう考えているか、全員に一言ずつ話してもらいました。

参加者の考えを取っ掛かりにしてもらおうとしたのですが、普段感

じていることを発表する場になってしまいました。参加者を一巡した

後「こういったテーマで話したことはないんですが」と話し始めた岩

本さんは、日本における女性運動を、世の中の動きの中で捉える

ことで、日本の女性がこれまで意志決定に参加することができなか

った経緯を説明されました。その後、岩本さんの考える日本社会に

おける問題点を切り口に、意見交換をしました。最後に、ＩＷＤでの

ステーメントを岩本さんに依頼してお開きとなりました。 

 

日本において女性が「意思決定に参加」できない理由 

その① 歴史的理由 

「日本におけるフェミニズム運動のタイミング」 

第一波フェミニズム＝女性参政権運動→法律的に男女平等 

（前提などはありつつ）になる 

↓ 

日本：戦後、「専業主婦」が憧れとなった 

欧米：「（専業）主婦」が他人を通してではなくダイレクトに社会と関わりたいと思うようになった 

↓ 

第二波フェミニズム（60～70 年代）＝平等の実質化、あらゆる場面におけるジェンダー関係に含み

込まれる政治的･権力的性質を問う（参考「知恵蔵」2001） 

↓ 

日本：「専業主婦」になることができるようになった（フェミニズムよりも憧れに向かった） 

欧米：この時がんばった国はＧＥＭが高い（岩本談） 

↓ 

（80～90年代） 

日本：「主婦」は子どもの受験戦争に奔走（フェミニズムよりも子どもに向かった） 

欧米：実質的男女平等に向けて活動 

↓ 
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現在 

こうして、日本のＧＥＭは低い結果となっている 

例えばＧＥＭの指標の一つである政治家には近年女性の人数は増えているが 

「活動専業主婦」が“生活の視点”を掲げて進出しているため、働き方の視点に欠けているといえる 

 

その② 日本的「システム」による理由 

「敵は長時間労働か？！」 

●「和の政治文化」＝女性の「政治（管理･調整･決定機能）」からの排除 

紛争は表面化させず、「和」を乱さないことが最も重要なこととされる。このため異質なものはそれだ

けで嫌われる。 

←→「紛争の文化」紛争の存在を表面化し「公明正大」に解決、決定を行う。紛争は当然あるもの、

異質なものは当然あるものということが前提。 

→女性の進出は、「紛争の文化」への転換に向かうが、そこまでの道のりは… 

● 日本型雇用 

「同一（価値）労働同一賃金」なんて考え方は、日本にない 

・年功序列型賃金により、中間管理職までは、能力では評価されない 

・ 終身雇用制であり、一旦雇われたならば、可能な限りの能力を職場に注ぎ込むことが期待される。

つまり、雇われ者は労働力の再生産の為の無償労働はできない環境 

・ 社会保障も片稼ぎモデル→女性（特に子どもを持つ女性）が入り込めない 

● 訓練の欠如の悪循環 

・「On the Job Training」のため職場を離れると能力を磨くチャンスがない 

・能力開発が明確に企業の仕事として位置づけられておらず、アフター5の指導が重要になっている

ため、飲みにいけない女性はどんどんメインから外れていく 

・女性は無能だというイメージが先行している（←学校における男女別文化＝女子に期待しない等） 

・ 仮に抜擢されても訓練されていない為、結果的に「無能」のレッテルが貼られる 

→「女性は無能」の悪循環に 

 

＜悪循環の断ち切り方＞ 無能イメージを破るには… 

①男の 2倍働かなくてはならない…！？ 

 しかし、現在長時間労働している男のさらに2倍は、非常に難しい →男性の労働時間の切り下げ 

②訓練機会を確保し、能力を上げる 

 研修と実務を別に位置づける（ように働きかける?）、企業外での実務的研修機会を増やす 

 

（以上、岩本さんのお話からあくまでも高井がまとめたものですので歴史の部分間違いがあるかもし

れませんがご了承を。） 

 

感想 

 今回の討論会は、感想より先にいけなかったと思う。だけど、岩本さんのお話や、GEM のデータ

は興味深く、問題点を明確にする視点を得ることができた。これは非常に意義があったと思う。また、

女子学生から中年男性まで、いろんな人が集まって、みんなが感じていること考えていることを交換

できたのはおもしろかった。その中でも、管理職って、そんなたいしたことないんだから、なっちゃえ

ばいいのよ。という意見にはなるほどと思った。女性は、自らそんな能力はないわという自信のなさ

を理由に管理職になろうとしない（らしい）。OJT なんだから、男だってできるから就任しているんじゃ

ないはず。と、そのあたりの位置にいる女性に言ってまわって、女性の数を増やし、とにかく「紛争の

文化」へ転換されていくといいんだろうな。しかし、大人になること＝「和」の文化を学ぶことじゃない

んだろうか。肯定しているのではないのだが…。悪循環を断ち切る為にどこが一番切り崩しやすい

のか、そんなヒントも得ることもできた会となったのではないだろうか。 
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石原慎太郎という人は、ほんとに目立つ

発言の好きな人だと思うのですが、こんな

“トンでも発言”をしているのでご紹介！ 

 

国際婦人年連絡会（全国 47 団体）からの抗

議文や、小金井市議会の決議が出ているよ

うです。（ＷＷ事務局） 

 

名古屋市会議員への質問状・・その後・・ 

昨年１１月、名古屋市発行のジェンダーフリー啓発冊子を「女性も職業をもつべきだと誘導するのは

おかしい」と批判した市会議員に質問状を出したのは、先のニュースでお知らせしましたが、期限ま

でに回答をいただいたのは、共産党田口一登議員のみだったので、１２月６日督促状を出しました。 

しかし、それ以降も他の議員から回答はなく、ただ、市民クラブの山崎 純資議員から、「文章で回答

するのも結構ですが、みなさんの意見をききながらこちらの意見を述べることができれば、より理解

が深まるのではないでしょうか？」とファックスが入ったのみでした。 

そこで、国際女性デーの会場で、議員を呼んで話し合いの場を持つことを計画し、現在調整中で

す。場を持つことになったかどうかは、今後ワーキングウーマンホームページ（http://www03.u-pa

ge.so-net.ne.jp/ya2/kikuchan/）及び国際女性デーのホームページ(http://member.nifty.ne.jp/I

WD-HP/)でお知らせして行きますのでチェックしてください。インターネットでアクセスできない人は

事務局までファックス又は電話(052-842-2739)で問い合わせてください。 

田口一登議員回答  

１： 女性は職業を持つべきだと思われますか？男性は職業を持つべきだと思われますか？ 

答）憲法第 27 条は「すべての国民は、勤労の権利を有し、義務を負ふ」と定めていることからも､

男女はともに、労働の機会が平等に保障されるべきであると考えます。「男は仕事、女は家庭」と

いう性別による約割分業意識はなくしていくことが必要です。なお私の妻も働いています。  

２： 男女共同参画社会基本法第６条をどのように思われますか？ 

答）男女共同参画社会基本法第 6条は、家庭生活における活動と他の活動の両立について定めてい

ますが、このことを実現するためには、意識の問題とともに、日本の労働者の労働時間が欧米諸国

と比べて異常に長いことなど、労働条件の改善が伴わなければならないと思います。  

３： 憲法第２７条（国民の勤労の権利及び義務）をどのように思われますか？ 

答）１の中でお答えした通りです。  

 

＊「これは、ぼくがいっているんじゃなくて、松

井孝典がいっているんだけど『文明がもたらし

たもっとも悪しき有害なものはババァ』なんだそ

うだ。女性が生殖能力を失っても生きているっ

ていうのは、無駄で罪です」って。男は 80、90

歳でも生殖能力があるけれど、女は閉経して

しまったら子供を生む力はない。そんな人間が、

きんさん、ぎんさんの年まで生きているっていう

のは、地球にとっては悪しき弊害だって……。な

るほどととは思うけど、政治家としてはいえないわね(笑い)。まあ半分は正鵠を射て、半分はブラック

ユーモアみたいなものだけど、そういう文明っていうのは、惑星をあっという間に消滅させてしまうん

だよね。)（『週刊女性』2001年 11月 6日号）  

＊「この間すごい話をしたんだ、松井さんが。私は膝をたたいてその通りだと。女性がいるから言え
ないけど…。本質的に余剰なものは、つまり存在の使命を失ったものが、生命体、しかも人間である
ということだけでいろんな消費を許される。特に先進国にありうるわけだね。でね……、やっぱりやめ
ようか（笑）」（「都政新報」）  
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         女性労働者とその職場 （金融職場のパート労働者） 

                      名古屋銀行本店勤務   坂 喜代子 

 

日本の金融機関は「金融ビッグバン」による弱肉強食の金融政策のもとで、「生き残り」を

かけたリストラの嵐が吹き荒れ、金融再編成が行われています。持ち株会社の解禁・合併・

分割・営業譲渡・統廃合が行われていますが、その多くが労働条件の引き下げやリストラに

結びついています。名古屋銀行でも、銀行業務のスリム化を促進するために１００％の子会

社である名古屋ビジネスサービスに従業員を含め全部業務移行させる分社化を強め、今年度

から十六銀行との営業譲渡・支店ごとの統廃合も押し進めています。 

営業譲渡や統廃合の前後に待ち受けていたのが、企業年金制度の変更・女性の制服廃止・繰

上げ定年制度の拡大・転籍制度導入と只今進行中の労働条件引き下げが次々に提案されてい

ます。このような労働環境の中、金融機関では正社員の減少と反比例してパートタイム・派

遣労働者の増加が目立ってきています。職務内容も正行員の仕事がパートに移行している実

態があり「補助型」から「戦略型」になってきました。パートの採用は元行員など経験者が

多いため即戦力となり、転勤がなく同一担当が長いため仕事への信頼度は高く、ベテランに

なると用度品管理から電話応対と内部事務を一手にこなし、新入行員の指導までおこなって

います。 

 名古屋銀行では事務効率化に向けて、今年の春からスタンディング・オペレーション・シ

ステムがスタートしました。これは採用の抑制や人員の削減によるリストラ策の一環として

の事務インフラ整備で、各人の事務机を取り払い立ったままで事務をおこなうものです。業

務開始 9：00 から 15：00 まで立ったままで仕事をするなど母性保護の観点からも考えられな

いような職場環境になりつつあります。 

４月に支店のパート職員から腕や肩が痛くなり仕事が続けられないと連絡が入りましたが、

銀行で 20 年前に頸肩腕障害になった私と同じ症状であることに驚いてしまいました。病院で

職業病と診断されたものの、銀行にはパート職員が全行員の４分の 1 を占めているにもいる

にもかかわらず（いずれ半々になる方針）、パート職員には労災の規定すらありません。制服

も経費削減で廃止され、１０万円にも満たない給料の中から制服に変わるものを求めなけれ

ばなりません。制服のクリーニング代も廃止されたので福利厚生の削減です。 

わたしが労働組合に入って銀行と団体交渉を始めて 7～8年になります。パート職員にアンケ

ートをとり時給のアップや職場環境改善・解雇撤回闘争などをしてきましたが、「103 万円の

壁」といわれる税制や年金など社会保障制度の構造的な問題がネックになり限界を感じるこ

ともあります。西欧諸国に比べ、日本のパート労働は均等待遇からもほど遠く、年金や社会

保障に縛られ家族責任条約も批准されていますが、休業保障や育児休業制度の恩恵にもあず

かれません。日本の女性がシングルマザーで複合就労しなくても子供二人分ぐらい楽に養っ

ていけるだけの賃金を確立し、均等待遇や間接差別を一日も早くも法制度化できるように、

現場からの声を発信していきたいと思います。性役割分業を基盤とした差別は女性の経済

的・精神的自立を奪うものです。こうした思いを同じくする人たちによって、昨年「間接差

別をなくし、同一価値労働同一賃金を実現する均等待遇 2000 年キャンペーン」を成功させる

ことができました。日英シンポジウムの開催（東京・名古屋・大阪・福岡）、パンフレットの

発行（間接性差別を許さないイギリス）、政党アンケートや職場の間接差別アンケートの実施

など、１年間にわたる多彩な活動は報告書にまとめてあります。キャンペーンはひとまず終

結しましたが、その成果を生かし、昨年６月に「均等待遇アクション 2003」が新たに発足し

ました。2003年までにあらゆる間接差別の禁止を法制化し、同一価値労働同一賃金を実現して、

均等待遇を確立することをめざします。賛同費は年 2000円です。ぜひご参加下さい。 
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       もうひとつ 

均等待遇２００３からのお知らせです 

 
 

均等待遇アクション2003女たちの調査団として昨年ＩＬＯとオランダ調査に行きその報告書が出来ま

した。「均等待遇とワークシェアリング」１冊１０００円です。報告集会が２月６日東京池袋メトロポリタ

ンプラザ「エポック 10」であります。 

  とうとう失業率が５．７パーセントになってしまいました。実質的にはもっと多いというのが実感で

す。新聞で具体的な事例が取り上げられるようになったワークシェアリングですが、賃金水準の引き

下げといった事例ばかりで、そのうちリストラが解雇を意味するようになったようにワークシェアリン

グも賃金水準の引き下げを意味するようになるのではと危惧しています。 

ワークシェアリングは、仕事を分け合って雇用を維持する事ですが、具体的な中身は立場が違うとこ

んなにも違うのかと驚きます。２５日に東京の日本労働研究機構主催で「オランダワークシェアリン

グの現状と課題」のパネルディスカッションが開かれ、行って来ました。一昨年の長崎国際労働シン

ポジウムで政府・日経連・連合の三者でワッセナー合意のように長崎合意がこの時に提案されてか

ら、その後の経緯を関心をもって見ているひとりです。長崎シンポも先日２５日のシンポもオランダの

労組や政府関係者を呼び開かれたシンポでしたが、均等待遇（時間差差別禁止法・年金や所得税

の個人単位化）や同一価値労働同一賃金には全然触れない内容でした。「これが最大のポイントな

のに・・・。」 

均等待遇アクション 2003 で、ILO とオランダ調査に参加しましたが、オランダが失業率が減少し経

済が立ち直ったのは、ワッセナー合意後の法改正と立法によってのことです。日本も均等待遇が保

障されない限り誰がワークシェアを納得するでしょう。ワークシェアーの中身をしっかり定義してもら

わなければならないと思います。わたし達が求める均等待遇については、均等待遇アクション 2003

から法案の骨子「案」がＩＬＯとオランダ報告から冊子（1 冊１０００円）となりでました。ぜひお買い求

め頂きたいと思います。 

今日のお昼ＮＨＫで、仙台市で新卒の子に行政の仕事を１年限定でワークシェアするというニュース

が流れました。その子達１年たったらどうなるの？と聞きたいぐらいです。行政がこのような場当たり

的なことをしていては子ども達が可哀想です。均等待遇は同一価値労働同一賃金原則なくしてはあ

りえません。それと日本における産業別職務評価の確立が早期に必要です。 

                                                       坂 喜代子 

 

 

均等待遇 2000 年キャンペーンは、均

等待遇アクション 2003として継続的に

全国的運動として展開されていますが、

東海地区でも今回新たに「均等待遇ア

クション 2003 東海」を新たに立ち上げ

る事になりました。 

 ぜひワーキング・ウーマンの方々に

もご賛同頂きますようお願い致します。 

そして実行委員のメンバーとしても、ど

なたかご協力願えればと思いますの

でよろしくお願い致します。（12 ペー

ジ） 
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ミニコミ・会報案内コーナー 
 

２００２年もあっというまに１ヶ月以上が過ぎましたが、相変わらず、政局は混迷の度を加え、

｢涙は女の武器｣などというのけぞり発言があったり、いよいよ解散総選挙か･････という声が聞

こえてくるこの頃であります。 

以下の資料へのお問い合わせは川田まで／TEL&FAX 0587－93－4758 

 

 愛知女性研究者の会 Nｏ．１８２ 

１０月例会報告～「日本における女性の政治進出」三重大学・岩本美砂子さん 

名古屋大学女性研究者懇話会発足から１年～この１年の活動から、ほか 

 

 あごらさっぽろ Nｏ．２３６～２３８ 

トランスジェンダー（性同一性障害）学習会報告（Ｎｏ２３８）ほか 

 

 女たちの元気流・おんな労働組合（関西）No．13７～１３９ 

９月２０日「京ガス男女賃金差別裁判勝利判決」報告 

ＷＯＭＥＮ‘Ｓ ＡＣＴ２１製作ドキュメンタリービデオ「法のはざまの女たち～公務臨職」上映会と

公演＆トーキングに６０余名の参加、盛りだくさんの意見交換会。 

 

 それゆけ女たち（セクシャルハラスメントと闘う労働組合ぱあぷる） No１０７、１１０ 

甲野乙子著「悔やむことも恥じることもなく～京大・矢野教授事件の告発」を読んで／１１月１１

日女と健康フェスティバル「リプロダクティブヘルス・ライツの保障～女性のからだは誰のもの？

～性と政策」より報告。メイン講演会は社民党の福島瑞穂さんがＤＶ防止法成立の苦労話と内

容説明。健康保険証に潜む問題提起あり････世帯単位の保険証、女が男の扶養家族として記

載されていれば、持って逃げ出しても使えない。第３者行為の規定をあてはめると、ＤＶによる

ケガは保険診療対象でない･････などなど矛盾点がいっぱい。 

 

 日本女性学研究会ニュース No２２６ 

例会報告～新シリーズ「子どもとフェミニズム」第２回『子育てと虐待～愛と権力の乱用につい

て』～女性ライフサイクル研究所 津村薫さんによる相談ケースワークからの報告、親の側の

ケアについて、防止法では親のケアをする機関はない。児童相談所は子どもだけで手一杯。親

のサポートのための独立した機関が必要！ 

 

 NFU ふれあい通信 No３１～３２ 

よくわかる労働講座「あなたの働き方･････均等？女性が楽チンに働ける社会とは？」報告、講

師はジャーナリスト・竹信三恵子さん／オランダ調査報告～坂委員長がオランダとスイスＩＬＯを

訪問、「オランダモデル」を学びおおいに参考に。 
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----------------------------------------------------------------------- 

    INFORMATION・情報・じょうほう 

---------------------------------------------------------------------------- 
 キャンパス・セクハラ全国ネット東海講演会 

『バタラー～セクハラ／ＤＶ加害者の実像と対策～』 
講師 沼崎一郎さん（東北大学教員） 

２月１７日 午後１：３０～３：３０ 
セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスの被害が周囲から理解さ

れず、被害者が責められたり、二次被害にあうことが後を絶ちません。その理由の一つ

に、社会や周囲の人たちが持っている加害者イメージが、実像とかけ離れているという

ことがあるのです。 

暴力をふるうのはどのような男たちなのでしょう？ 

 

講師：沼崎一郎さん（東北大学教員） 

日時：２月１７日（土） 午後１時３０分から 参加費：１０００円 

場所：名古屋市教育館  

主催：フェミニスト・サポートセンター東海、キャンパス・セクシュアル・ハラスメント全国ネットワー

ク東海ブロック、愛知 “人間と性”教育研究協議会 

連絡先：Tel/Fax０５２－９７９－０３５０（フェミニスト・サポートセンター東海）, 

キャンパス・セクハラ全国ネット東海 北仲 kitanaka@zj8.so-net.ne.jp 

 

『名古屋ふれあいユニオン第４回定期大会』 
 

日時：２月１７日（土） 午後１時１５分から 

場所：わーぴあつるまい３階集会室 連絡先：Tel ０５２－６７９－３０７９ 

---------------------------------------------------------------------  

   ＹＷＣＡ企画 

『女性に対する暴力」被害者のためのサポーター養成講座 Ⅲ』 

·日時：２月２３日（土） 午前１０時から午後６時３０分  

 

＜プログラム内容＞   

暴力被害の回復とサポート、対人援助の実践編、まとめ、シェアリング、パーティ 

講 師：金 香百合（大阪 YWCA 教育総合研究所所長）、 及川 栄（大阪被害者相談室 

参加費：５０００円、対 象：現在対人援助に関わっている方。具体的には、相談員 

教師、学校職員、看護士、警察官、ソーシャルワーカー、医師、弁護士、行政担当者、

地域リーダー、企業担当者など。またこうした援助者への研修を企画する人。 

定 員：６０名、託 児：1500 円（申込み時にご連絡ください） 

申込／問合先：名古屋 YWCA（担当：岩田） 

℡ 052（961）7707／fax 052（961）7719 wcny@nagoya-ywca.or.jp 

主 催  日本ＹＷＣＡ、事務局  名古屋ＹＷＣＡ 

 

 

 

mailto:kitanaka@zj8.so-net.ne.jp
mailto:wcny@nagoya-ywca.or.jp
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～間接差別をなくし、同一価値労働同一賃金を実現する～ 

 
「均等待遇アクション 2003 東海」賛同のお願い 

 

全国各地で 2000 年 2 月にスタートした「均等待遇 2000 年キャンペーン」は、11

月の日英シンポジウムを中心に名古屋でも学習会等を積み重ねてきました。学習会の内

容は「あなたの働き方…均等？」・「同一価値労働同一賃金ってなあに？」「間接差別って

なあに？なくそうパート・契約労働・派遣差別 均等待遇は世界の常識」・「均等待遇を

実現するワークシェアリングとは？ドイツ労働法の変化について」・「3 月 22 日結審の

京ガス裁判・同一価値労働同一賃金の裁判の原告からの報告」と焦点を絞りながらやっ

てきました。 

一昨年あたりから労働団体がそろってパートの賃上げを掲げ、マスコミでも「均等待遇」

という言葉が使われるようになりました。東京では「均等待遇アクション 2003」が新

たに生まれました。そこで、東京と歩調を合わせ「均等待遇アクション 2003 東海」を

立ち上げ活動を始めたいと思います。日英シンポは参加協力費のみで活動を展開した為、

常に財政面で不安を抱いて活動をせざるを得ませんでした。今回の「均等待遇アクショ

ン 2003 東海」は、賛同費によって活動を進めたいと思います。ぜひとも東海の活動にも

ご賛同をお願い致します。東京では「ILO100 号条約批准から 50 年になる。」というこ

とで ILO 事務局の方々を招くことが予定されています。各地でのシンポジウムが予定さ

れつつありますが、名古屋もシンポジウムの開催ができるように働きかけています。 

東京の賛同者の方も二重の賛同になりますがあくまでも東海での賛同意思表示をお願い

致します。今後も東京と連動しての運動展開になりますが、学習会をより深め、国会議

員・地方議員、研究者、活動家の方々の協力を得ながら強力なネットワークづくりから

具体的な独自の動きを作っていきましょう。これからも多彩な取組みを展開し「均等待

遇アクション 2003」をぜひ成功させましょう。 

 

均等待遇アクション 2003 東海賛同申込書 

 

お名前             ご住所                    

ＴＥＬ          ＦＡＸ           Email             

賛同費 2000 円（2003 年まで） 

[事務局] 名古屋市名東区高針 2-2403 三旺マンション星ヶ丘東 403 

     古守恵子気付    TEL・FAX  052－702－2440 

               Email aika@msi.biglobe.ne.jp 

★なお、別途領収書を発行できませんので何卒ご了承ください。 

★申込は出来ましたら、ＦＡＸかメールお送りくださいますようお願い致します。 

mailto:aika@msi.biglobe.ne.jp

